第914回　生物科学セミナー
日時：　　6月29日（水）　16:30-18:00
演者：  大矢　禎一　教授
東京大学大学院新領域創成科学研究科
演題：　酵母のかたちからわかること

　我々は数年前に出芽酵母のかたちや細胞内構造体を定量的に計測するシステム、CalMorphを開発した。このシステムは、まず出芽酵母の細胞壁、DNA、アクチンを同時に染色した後で、独自に開発したプログラムにより、顕微鏡写真から細胞の大きさや丸さなど501のパラメータで数値として出力するというものである。現在では、他の細胞内構造体の計測もできるようになり、1,111の観点からの解析が可能になっている。このCalMorphを使った解析により、（１）非必須遺伝子破壊株約4,700株のうち約半分の株で酵母の形態に異常を生じること、（２）似た形の遺伝子破壊株を集めてくると機能的に類似した遺伝子の破壊株が多く見られること、（３）逆に機能的に類似した遺伝子の破壊株は似た形になること、などがわかり、（４）この出芽酵母遺伝子破壊株のかたちのカタログをもとにして、遺伝子の機能予測をすることに成功した。このシステムは出芽酵母の遺伝子研究だけでなく、ビール発酵時の酵母の生育状態のモニターにも役立つことがわかった。ビール酵母の生育とともに、かたちが変化していき、発酵能の低下に伴うかたちの変化も追跡することができた。一方で、酵母に薬剤を添加させたときの出芽酵母のかたちの変化を定量的に解析することにより、薬剤の標的遺伝子の同定・作用機構の解明にも応用可能であることがわかった。今回のセミナーでは、我々が行ってきた研究を中心にして、出芽酵母のかたちの定量的解析からわかることを基礎と応用の両面から概説する。
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